
  

７月１日（月）と２日（火）は大雨警報発令のため，臨時休業

となりました。今年度初めての臨時休業でした。どのように過

ごしましたか。自分の身を守る行動ができていますか。以前と

比べて朝の問い合わせはほとんどなくなりましたが，警報発令

中にも関わらず，登校してくる生徒がいました。自分の命を守

ることは，周りの命も大切にすることにつながります。命を守る

ための取組を学校でも続けていきますので，ご家庭でも話し合

っていただきたいです。合わせて，非常時の持ち出し袋に何を

入れるか，どのくらい必要か，なども考えて準備をしていきまし

ょう。避難経路，避難場所についても今回の警報をきっかけに

再度話し合っておくのがよいかと思います。 

 

パーテーションづくりと段ボールベッドづくり（６月７日） 

呉市総務部危機管理課より４名の方に来ていただき，防災学習を行いました。狩留賀町内の方

にも来ていただき，体育館でお話を聞いた後，避難所が設営された

ら必要なパーテーションづくりや，段ボールベッドづくりを行いまし

た。割と簡単に組み立てることができ，段ボールベッドは２人が寝て

も大丈夫なほどの強度もありました。いざというときは中学生が避

難してくる人の手助けのために力を発揮してほしいです。 
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「防災教室＋火育教室」広島ガス（６月２８日） 

 広島ガスより３名の方をお招きして，３年生が「防災教室＋火育教室」

を受けました。災害時に必要な物は何か考えたり，新聞紙とラップでお

皿や防寒グッズになることを教えていただいた

りしました。ガスの役割について学び，ガスのに

おいも体験することができました。災害によって

ライフラインが止まったらと想定して，備えを十分しておくことも必要だと感じ

たようです。その後，火起こし体験をした生徒たちは，火の重要性を再認識し

ていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の生徒会スローガンの横断幕が完成しました。「一人一人が輝くよう頑張ろう！」という思

いを込めています。教室前廊下から見えるように飾っています。来校された際はぜひご覧ください。 

 

★お知らせ★ 
「吉浦市民センターだより 第３８５号」にも載っていますが，「夏休みの作品を完成させよう（図

工・美術）」の講座が吉浦まちづくりセンターで行われます。美術の作品が苦手な人は参加してみ

てもよいかも… 

日時：７月３１日（水）・８月６日（火）１３:００～１５:００ 

申込：７月２３日（火）窓口（先着順）２０人   

 〈費用は吉浦中の生徒は無料だそうです。〉 

〈生徒の振り返りより〉 

 
・広島ガスさんの話を聞いて，広島県は土砂災害危険個所数が全国１位であることや，ガ

スは大きな地震の時は自動で停止することを学びました。マイタイムラインで避難場所な

どを話し合って決めておくことは大切だと思いました。 

・大切なことは自分の命は自分で守ること，日頃からの知識や訓練，備え，家族で助け合う

こと，と教わりました。災害時に役立つのが，「広島マイタイムライン」とライフラインです。

当たり前にできることができなくなるので，災害時に備えることは大切だと思います。 

・今回の学習で，自分の命は自分で守るしかないけど，他人の命も呼びかけによって助け

られると分かりました。また，火起こし体験でよくテレビで見た煙を見ることができて貴重

な体験となりました。これを機に家族で話し合って防災について考えようと思います。 

・自分の命は自分で守りたいです。日頃からの知識や訓練が大切だと分かった。もしもに

備え，家族で話し合っておきたい。知っていてもなかなか行動に移せないことがあるため，

避難訓練を真面目に取り組みたい。 


